
１　研究目的

　本報では、前報（その２）に引き続き家庭用のＩＨ

レンジとガスレンジを対象として、解析対象を厨房を

含む L D K にした場合の、エアコン運転時における気流

解析を行う。レンジ使用時に厨房で発生する汚染質の

居室への拡散状況及び室内壁面への付着状況を明らか

にすることを目的とする。

２　研究概要

2.1 解析対象：図１にエアコンの概要を示す。エアコ

ンは壁掛け型とし、吸込んだ汚染質濃度を100％捕集す

るフィルターが設置されているものとする。解析対象の

概要は前報（その２）と同様である。

2.2 解析方法：表1に解析case を、表２に解析条件

を示す。室内の汚染質濃度の表示方法は前報（その２）

と同様である。

３　解析結果

3.1 温度・気流分布：図２にcase4-3（ガス、200m3/h）

の室内温度分布を示す。前報（その２）の図２のcase3-3

（ガス、200m3/h）と比較してcase4-3では居間及びフー

ド周辺の温度差が大きい。図３に c a s e 4 - 3 （ガス、
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　　同　渋谷典宏200m3/h）の室内流速ベクトルを示す。前報（その２）の

図３のcase3-3（ガス、200m3/h）と比較してcase4-3で

は室内の流速が相対的に大きく、断面③の居間側の天

井付近及び厨房側で循環流を形成している。

3.2 汚染質の室内濃度分布：図４に各caseの室内濃度

分布を示す。case4-1（IH、200m3/h）、case4-3（ガス、

200m3/h）はフードから漏れた汚染質が室内全域へ拡散

しているのに対し、case4-2（IH、400m3/h）case4-4（ガ

ス、400m3/h）では汚染質の室内への拡散は極めて少な

い。case4-1（IH、200m3/h）とcase4-3（ガス、200m3/h）

の断面③を比較すると、IHレンジ使用時には汚染質濃度の

高い領域がフード付近の空間に広がっているのに対し、ガ

スレンジ使用時には汚染質濃度の高い領域は天井面及び壁

面に沿って広がっている。またIHレンジと比較してガスレ

図１ エアコンの概要

（単位：mm）

表２ 解析条件

表１ 解析case

図３ case4-3（ガス、200m3/h）の室内流速ベクトル

図２ case4-3（ガス、200m3/h）の室内温度分布
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（3）case4-3(ガス、200m3/h) （4）case4-4(ガス、400m3/h)

図４ 各case の室内濃度分布

ンジ使用時には居間の汚染質濃度が相対的に高くなる。

3.3 汚染質の室内壁表面の濃度分布：図５にcase4-1

（IH、200m3/h）の室内壁表面濃度分布を示す。汚染質

の濃度が高い部分は厨房側の壁表面に広がっており、

壁面④では面の中央部分で濃度が最も高くなる。図６

にcase4-3（ガス、200m3/h）の室内壁表面濃度分布を

示す。壁面①、④では天井に近いほど汚染質の濃度が

高い。また天井面の厨房側に濃度の高い領域が広がっ

ている。図５のcase4-1（IH、200m3/h）と図６のcase4-3

（ガス、200m3/h）を比較すると、IHレンジに比べガスレンジ

使用時には室内壁表面の汚染質濃度が相対的に高くなる。

４　まとめ

　本研究では、エアコン運転時の厨房を含む一室でＩＨ

レンジ、ガスレンジを使用した際、フード排気風量に

よって決定される汚染質の室内への拡散状況及び室壁

面への付着状況を検討した。

①ＩＨレンジと比較してガスレンジではフード外へ漏

　れる汚染質が相対的に多くなっている。またＩＨレ

　ンジ、ガスレンジ共にフードの排気風量を増やすこ

　とで汚染質の拡散領域が減少する。

③ＩＨレンジ使用時には汚染質は壁表面に付着しやす

　く、ガスレンジ使用時には天井面及び壁表面の天井

　付近に付着しやすい傾向がある。

④前報（その２）で報告したエアコン停止時の解析結

図６ case4-3(ガス、200m3/h)の室内壁表面濃度分布
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図５ case4-1(IH、200m3/h)の室内壁表面濃度分布
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果と比較して、本報（その３）のエアコン運転時の解

析では、同じ排気風量の場合の室内及び壁面の汚染質

濃度が各レンジ共に相対的に高くなっており、エアコ

ンによる外乱の影響が見られる。厨房を含む室におい

て効果的に汚染質の捕集を行うためには、外乱の影響

を受けにくい調理レンジ及び空調機、換気口の配置計

画が必要である。
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